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　　　　　　　　　　　　　　　　　　ティナスティリン！（エチオピア現地語、アムハラ語で
　　　　　　　　　　　　　　　　　「こんにちは」）私は、一色啓と申します。青年海外協力
　　　　　　　　　　　　　　　　　隊員として、2008年８月から２年間、エチオピアにある公
　　　　　　　　　　　　　　　　　立高校で体育を教えてきました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　エチオピアは香り高きコーヒーやマラソンでの活躍が日
本でもおなじみの国です。皆さんの中には運動能力の高いイメージのあるアフリカでなぜ体育な
のか？　と思う方もいらっしゃるかもしれません。しかし、実際のところエチオピアの生徒は日
本と比べて運動能力が低いのです。というのは、エチオピアでは体育教育が軽視されており、運
動施設やボールの不足などから適切に体育の授業を受けられない状況があるからです。また、体
育はスポーツの授業と考えられており、教師はルールやテクニックなどは教えますが、日本の体
育のように集団行動を通して規律や社会性を身に付けるという意識は低いように感じました。
　そんな中で私は、同僚教員と協力しながら、少数のボールでできる運動、道具を使わない体づ
くり運動や体操、空手などを教えていました。文化や習慣などの違いで大変なことはありました
が、私の授業を通して、少しずつですが、生徒が時間を守るようになったり、「先生のおかげで
体育が好きになった」という声が聞けたりと、それが活動の大きな励みとなりました。
　エチオピアに行って、豊かな日本では経験できないことをたくさん学ばせてもらいましたが、
スポーツが文化や言葉を越えて、人と人とをつなげてくれることを肌で感じることができたのが
一番の収穫です。

▲青年海外協力隊員
　一色　啓さん


